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② Oxford Scholarship Online EBA契約のお知らせ

期間限定読み放題

Oxford University Pressの電子ブックが

詳しくは図書館ウェブサイトをご覧ください。

https://www.lib.hit-u.ac.jp/20210701/26809/

【対象タイトル】

Oxford Scholarship Onlineに収録される電子ブック全タイトル
（ハンドブック・辞書・事典類は収録対象外）

人文社会科学系から医科学系までの27分野、約19,000タイトル

【学外アクセス】自宅からも利用できます！

My Libraryにログイン＞
リモートアクセスデータベースメニュー＞Oxford Scholarship Online

-2022/1/31

附属図書館の広報誌BELL(Better Library Letters)は、2006年10月の創刊以来、今回で200

号となります。学生の皆さんにとって図書館とは、図書の貸し出しを受け、新聞や雑誌の記

事・論文を読み、授業の合間に勉強をしたり休んだりする場所かもしれません。端末を使っ

てデータや記事の検索をする場所として利用している方もおられるでしょう。このような皆さ

んのイメージは、確かに附属図書館が果たしている重要な機能を表しています。しかし、そ

の一部でしかありません。附属図書館は、一橋大学において営まれる知的活動の成果や

国内外の研究・教育機関から持ち込まれた多様な情報を収集・整理して、学内および学外

に発信する知のゲートウェイとして機能しています。BELLは、附属図書館がその多様な機能

を果たすために行っているさまざまな活動を学内の皆さんに発信し続けています。一橋大

学に在籍する多くの方が、BELLで紹介されるイベントに参加し、大学と社会をつなぐ知の

ゲートウェイたる附属図書館の活動の一端を担ってくださることを期待しています。

附属図書館広報誌『BELL』が創刊から200号を迎えました！

附属図書館広報誌『BELL』は、2006年にそれまで発行していた『鐘』に代わり、速報性を重視した広報誌として創
刊されました。その後、インターネットの大幅な普及や、様々なメディアの登場により、そのあり方も見直す時機を
迎えていますが、附属図書館の活動を紹介する役割に変わりはありません。今後とも、『BELL』ならびに附属図書
館をよろしくお願いします。

BELL（200号）の発刊を迎えて ―――――――――― 附属図書館長 三隅隆司
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一橋大学機関リポジトリ（HERMES-IR）
がJPCOARスキーマに対応しました

HERMES-IRが、2021年7月5日（月）よりJPCOARスキーマに対応しました。

オープンアクセスリポジトリ推進協会（JPCOAR）が策定した、新しいメタデータ
（論文等の目録情報）の規格です。

JPCOARスキーマに対応したHERMES-IRを、ぜひご活用ください。

JPCOARスキーマとは？

JPCOARスキーマ対応のメリットは？

●HERMES-IR（Research & Education Resources） https://hermes-ir.lib.hit-u.ac.jp/hermes/ir/re/
●HERMES-IR（Special Collections） https://hermes-ir.lib.hit-u.ac.jp/hermes/ir/sc/
●論文掲載受付 lib-contents@ad.hit-u.ac.jp

JPCOARスキーマは、メタデータ情報の国際的な相互運用性を向上させ、日本の学術的
成果の円滑な流通を図ることを目的として策定されました。

従来の規格（junii2）から、研究データ等の対象コンテンツの拡大やメタデータ構造の
階層化・細分化等の変更が行われており、これまでより幅広い範囲の情報を、より正確
に流通させることが可能になります。

Yomoccaコーナー展示 ～ 2021年7月30日(予定)

社会保障制度の議論で最近よく耳にする”ベーシック・インカム”。

導入後の社会を思い描くとき、人によってそのイメージには大きな差がみられます。

制度実現がもたらすのは、北欧型の高福祉社会か、セーフティネットゼロの自己責任社会か。

生活に直結する身近なこの問題に対し、今回の展示では

自由研究に取り組むような気持ちで探求するための材料をご提供します。

ベーシック・インカムの研究
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